

























































































































































































































































































































































































































































































































































































の維持や河川流域 における土地 ・水資源の利用管理 とい う重要な基本的機能 を
果た してきた。本論文では,水田稲作 と灌瀧水利組織が この面で積み重ねて き
た日本独特の伝統的手法の幾つかを再評価するとともに,明治末以来の 日本の
近代的治水体制における 「技術官僚支配化」の もたらした,矛 盾 をはらむ諸問
題 を批判的 に検討 したうえで,かつて流域保全に責任 をもつ地域社会の 自律的
主導の もとに行なわれていた,洪 水への土地利用適応のような 「ソフ ト型」の
伝統的防災手法の見直 しの必要性 を指摘する。
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